
       

絵
本
の
世
界
で
は
お
な
じ
み
、
ク
ラ
ウ
ス
と
セ
ン
ダ
ッ

ク
の
コ
ン
ビ
で
作
ら
れ
た
、
こ
ど
も
の
姿
そ
の
ま
ま
の
か

わ
い
い
絵
本
で
す
。
小
さ
な
本
の
中
に
、
元
気
な
子
供
た

ち
が
た
く
さ
ん
登
場
し
ま
す
。
中
で
も
、
題
名
に
も
な
っ

て
い
る

「
ち
ょ
う
ち
ょ
の
た
め
に
ド
ア
を
あ
け
よ
う
」
は

つ
づ
き
の
こ
と
ば
が
ス
テ
キ
で
す
。
「
よ
う
こ
そ 

い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
」
小
さ
い
人
た
ち
に
、
こ
ん
な
風
に
歓
迎
さ

れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
よ
ね
。 

こ
ど
も
が
、
日
常
生
活
の
中
で
感
じ
た
こ
と
、
体
験
し

た
こ
と
を
、
こ
ど
も
の
言
葉
で
表
現
し
て
い
ま
す
。 

「
み
て 

ほ
ら
、
み
て
み
て
！
」
と
言
い
な
が
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
格
好
で
走
り
回
る
ペ
ー
ジ
は
本
当
に
楽
し
く

て
、
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
い
ま
す
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◆千葉県野田で起きた「小学校 4 年生女児虐待によ

る死亡事件」。またまた起こってしまったという感が

ある。大人たちはその度に「二度とこのようなこと

が起きないように」と言う。東京都目黒で５歳の子

が「もうおねがいゆるして」と記して幼い命を落と

したのが 2018 年３月。わずか 1 年経たないうちに

再びこれからの命が奪われてしまった。 

◆どちらの事件も児童相談所が関わっているのに、

これからの命を守り切れなかったことにショックを

受ける。児童相談所は子どもたちの「命の砦」のは

ずだ。その「砦」が父親の恫喝に屈し「お父さんに

たたかれたのはウソ」「児童相談所の人ともう会いた

くない」との手紙、4 年女児が書いてはいないとわ

かりつつも保護を解除するという決定を行い、「砦」

はもろくも崩れ去ってしまった。 

◆「砦」が砦の役目をはたせなかったのは何故なの

か。千葉県柏児童相談所の所長の会見をニュースで

見て、「本当に責任を感じているのだろうか」と感じ

たのは私だけだろうか。もし私が所長だったら半狂

乱になっているとも思った。事実を淡々と語ったの

は「是」としつつも、なぜあんなにも冷静でいられ

るのだろう。一筋の涙を流すこともなく・・・。 

◆この事件を受け国会では「児童虐待防止法」改正

によって児童相談所の権限の強化を図ろうとしてい

る。また、虐待する親の多くが主張する「しつけ」

だとする親権者の子どもへの「懲戒権」も問題視され

て法改正の必要性が論議されている。大切な論議だと

思うが、虐待の本当の根っこは、罰則を増やすだけの

「法改正」によって根絶できるのだろうか。 

◆東京都目黒の 5 歳児も、千葉県野田の小学校 4 年

生女児も SOS を発信し続けていた。にもかかわらず、

失命させたのは感性が鈍くなってしまっている大人

たちの問題であろう。児童に関わる職員全員がもう一

度原点に立ち返り、「体を張ってでも子どもたちを守

る」職責を再確認しなくてはならない。罪のない命を

守れなかったのは様々な事情があったのだろう。だ

が、警察に相談する、学校と協働作業を行う等もせず

「砦」を守り切ることを放棄したことは「切腹」もの

だという自戒の上に立ち再点検してほしい。 

◆「法改正」によってだけでは大切な命は守れない。

今般、児童相談所の職員は幾多の案件を抱え、一つひ

とつのケースに裂く時間と心のゆとりがなくなって

いる現状に、国としてどんな支援することが必要かを

まず考えてほしい。目黒に児童相談所がないため品川

の児童相談所が対応していた事実。ワーカーが持てる

ケース数の限界はどうなのか。各機関との連携は児童

相談所を中心に構築されるべきだがなぜできていな

いのか。制度と同時に予算的措置は十分なのか。こう

している間にも、虐待に苦しんでいる子どもたちはい

るはずで、一刻の猶予もない。  統括館長：針山直幸 

なが い 
法改正で虐待はなくなる？ 
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◆蔵敷こども文化センターに職員を 1名増員します 

◆両こども文化センターの夜間(18：00～21：00)に可能な限り職員が勤務します 

◆わくわくプラザ利用者に一斉メール配信サービスを開始します 

◆わくわくプラザは学校長期休みの平日の開室を 8：00 からとします 

◆わくわくプラザに「放課後児童支援員」の有資格者を１名以上配置します 

 当法人 NPO あかい屋根は、4 月からも引き続

き菅生・蔵敷こども文化センターと稗原・菅生・

犬蔵小学校わくわくプラザの運営に指定管理者

として携わることとなりました。新たな出発にあ

たり、上記のことを更なるサービス向上に向けて

取り組んでまいります。 

 これらは、川崎市が指定管理への応募の際、新

たに付け加えられた仕様に基づくものです。これ

からも地域の皆様のご理解とご協力をいただき

ながら研鑽を積んでまいりたいと思います。 

菅生こども文化センターでは、あなたの余暇を子どもたちを育てるために力を貸してくださる方
を探しています！ お力を貸してくださる方はお電話ください!!     ☎044-976-0444 

 

 

 

毎週火曜日 16：15～17：30 に４年

生以上の子どもたちが集まって「卓球

クラブ」をやっています。 

子どもたちに練習用に球を出してあげ

たり、受けてあげられるような技量で

十分です。 

卓球が好きで、子ど 

もが好きで、毎週 

時間を提供して 

下さる方を 

探しています。 

 

 

 

主に毎月第 2 水曜日に３～６年生を対象とした「Ｃ＆Ｅ」、主に毎月

第 3 金曜日に 1・2 年生を対象に「やさしいおやつ作りクラブ」をや

っています。ちょっぴり手元が不安なお子さんもいて、見守って、口

を出して、一緒に楽しんでくださる方をさがしています。 

プロの料理を目指しているわけではないので、ちょっと包丁が使えれ

ば大丈夫。 

「Ｃ＆Ｅ」、「やさしいおやつ作りクラブ」のどちらか 

で構いませんので、月に１回、14：30～17：00 

程度のお時間を子どもたちと 

過ごしても良いという方 

いませんか？ 子どもたち 

からあなたへのプレゼントは 

笑顔です。 
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☎044-977-2577 

1・8・15・22 日(金) 16：00～17：00 

だがし亭きらぴぃ 

 誰でも 10 円～(但し１日 100 円迄) 

 

6・13 日(水) 15：00～16：30 

ぞうさんのポケット 誰でも 無料 

  6 日 七輪の日 

13 日 1 対 1 鬼ごっこバトル 

 

9 日(土) 13：00～15：30 

すがおこども大学（和歌山県：目はりずし） 

小学生 20 名 200 円 5 日〆切 

※菅生こども文化センターで実施 

 

20 日(水) 15：30～16：30 

忍者駆羅武 

小学生 無料 

 

14 日(木) 10：30～11：30 

こぶんらんど(手作りおもちゃカタカタ人形作り) 

幼児とその保護者 無料 当日ご参加ください 

※地域子育て支援センターすがおで実施 

 

21 日(木) 10：00～17：00 

ぞうしきパーティ― 

（メモリーハウス大変身＆お昼ご飯作り） 

小学生 定員無し 無料 

 

 

 

 

 

 

 

☎044-976-0444 

5・12・19 日(火) 16：15～17：30 

卓球クラブ 

小学 4～6 年クラブ員 100 円/月 

 

6・13・20 日(水) 14：30～16：30 

あそべば 誰でも 無料 

  6 日 恒例七輪の日 

13 日 ポートボール 

20 日 あそべばスペッシャル 

進級進学を祝う会・14：00 開始 

 

7・14 日(木) 15：３0～16：30 

居菓子屋「ぶん」 

 誰でも 10 円～(但し１日 100 円迄) 

 

8 日(金) 10：45～11：30 

がおがおらんど（太鼓で遊ぼうドンドンチャ） 

幼児とその保護者 無料 当日ご参加ください 

 

9 日(土) 13：00～15：30 

すがおこども大学（和歌山県：目はりずし） 

小学生 20 名 200 円 5 日〆切 

 

13(水) 15：00～16：30 

おやつづくりクラブＣ＆Ｅ(はるまき) 

3～6 年クラブ員 170 円 

 

15 日(金) 15：00～16：30 

やさしいおやつづくりクラブ(バナナケーキ) 

1・2 年クラブ員 150 円 

 

22 日(金) 17：00～調理開始(自由参加) 

18：30～開店 

もぐもぐ亭（かき揚げ丼） 

誰でも 300 円 要申込 19 日〆切 

 

23 日(土) 10：00～15：00 

ＯＮＥぱーく 

（七輪パーティ—＆リーダーをこえろ） 

２～6 年 300 円 

2 年生 10 名 ３年生以上は定員無し 18 日〆切 

稗原わく：わなげ 

菅生わく：だるまおとし 

犬蔵わく：ピタットＱ 

犬蔵わく：ロケット風船 稗原わく：ぶんぶんごま    菅生わく：風車 

 2 月 16 日(土)、菅生こども文化センターに、ＮＰＯあか

い屋根が運営している、犬蔵・菅生・稗原小学校わくわく

プラザが集まり、交流しようと、年に一度の「なかまだひ

ろば」が開催された。 

 午前中はわくわくプラザごとではなく、ランダムに分か

れて昼食づくり。キャベツを刻み、ウインナに切れ目を入

れ、パンにはさんで鉄板で焼いた。おうちに帰ってからパ

パ・ママに「包丁を使ったんだよ！」と目を輝かせていた

という報告もいただいた。 

午後からは各施設で工夫を凝らした手作りのゲームコー

ナーや工作コーナーと思い思いのコーナーを渡り歩きなが

らいろんな挑戦をした。 

わずか 4 名の新一年生になる子も参加。先輩小学生との

交流の場ともなった。 

調理風景 


